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立
野
ダ
ム
に
関
す
る
質
問
主
意
書

熊
本
県
の
白
川
上
流
に
建
設
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
立
野
ダ
ム
は
、
安
全
性
、
自
然
と
景
観
の
破
壊
な
ど
様
々
な
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
、
南
阿
蘇
村
を
は
じ
め
流
域
住
民
、
少
な
か
ら
ぬ
熊
本
県
民
が
建
設
中
止
を
求
め
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
に
日
本
共
産
党
熊
本
市
議
会
議
員
団
が
熊
本
市
民
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ－

ト
で
は
、
七
割
が
「
立
野
ダ
ム

中
止
」
と
の
回
答
を
寄
せ
、
二
〇
一
六
年
の
熊
本
地
震
、
そ
の
後
の
大
雨
・
洪
水
に
よ
り
、
ダ
ム
建
設
予
定
地
周
辺
の
大
規
模

な
崩
落
、
亀
裂
が
発
生
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
報
じ
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
流
れ
は
一
段
と
広
が
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
と
白
川
流
域
首
長
の
意
見
交
換
会
で
は
、
熊
本
市
の
大
西
一
史
市
長
が
、
「
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
国
交

省
は
説
明
を
」
と
発
言
し
、
他
の
首
長
か
ら
も
同
調
の
声
が
上
が
っ
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。

南
阿
蘇
、
熊
本
市
中
央
区
、
熊
本
市
北
区
な
ど
白
川
流
域
で
は
「
白
川
の
安
全
と
立
野
ダ
ム
」
に
つ
い
て
の
学
習
会
が
開
か

れ
、
「
立
野
ダ
ム
の
工
事
は
一
旦
中
止
し
、
流
域
住
民
・
県
民
に
説
明
を
」
と
の
決
議
が
さ
れ
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
立
野
ダ
ム
工
事
事
務
所
、
熊
本
県
、
熊
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
流
域
自
治
体
へ
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
動
き
は
さ
ら
に
広

が
り
、
熊
本
市
江
南
・
江
原
・
籐
園
、
渡
鹿
、
北
区
、
菊
陽
、
大
津
、
南
阿
蘇
と
つ
な
が
り
、
「
白
川
の
安
全
と
立
野
ダ
ム
を

考
え
る
流
域
住
民
連
絡
会
」
結
成
に
至
っ
て
い
る
。
「
流
域
住
民
連
絡
会
」
に
は
、
町
内
自
治
会
の
会
長
、
元
会
長
な
ど
、
広

一



い
層
の
住
民
が
参
加
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
が
、
立
野
ダ
ム
建
設
（
一
期
）
工
事
を
強
行
す
る
こ
と
は
許
し
が
た
い
行

為
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

白
川
（
熊
本
市
街
地
）
の
流
下
能
力
に
つ
い
て

白
川
の
現
況
河
道
流
下
能
力
算
定
表
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
二
月
時
点
で
は
基
準
地
点
（
代
継
橋
）
付
近
（
一
二
・
二

キ
ロ
地
点
、
以
下
同
じ
）
で
は
二
三
六
三
�
／
秒
（
右
岸
、
以
下
同
じ
）
、
一
三
キ
ロ
地
点
（
大
甲
橋
）
で
は
、
一
五
五

四
�
／
秒
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
三
月
時
点
で
は
、
基
準
地
点
付
近
で
は
二
六
九
一
�
／
秒
、
一
三
キ
ロ
地
点
は
二
六
八

三
�
／
秒
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
の
「
九
州
北
部
豪
雨
」
後
の
白
川
の
河
川
改
修
に
よ
り
、
熊
本
市
街
地
の
流
下
能
力
が
大
き
く
増
大
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
七
年
二
月
時
点
で
は
、
基
準
地
点
付
近
で
二
三
六
〇
�
／
秒
、
一
三
キ
ロ
地
点
で
二
五
〇
六
�
／
秒

と
な
っ
て
い
る
。

二



こ
う
し
た
流
下
能
力
の
減
少
は
、
熊
本
地
震
と
そ
の
後
の
洪
水
、
阿
蘇
山
の
噴
火
等
に
よ
る
土
砂
の
流
下
に
よ
る
堆
積
に

よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
い
か
が
か
。

二
〇
一
七
年
二
月
の
現
況
河
道
流
下
能
力
算
定
表
に
み
ら
れ
る
流
下
能
力
の
減
少
は
、
基
準
地
点
付
近
、
一
三
キ
ロ
地
点

に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
体
と
し
て
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
河
川
改
修
の
成
果
を
減
退
・
消
失

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

新
世
安
橋
周
辺
、
蓮
台
寺
橋
周
辺
を
は
じ
め
熊
本
市
の
市
街
地
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て
、
流
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
う
え
で
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
計
画
と
予
算
措
置
は
い
か
が
か
。

二

事
業
費
に
つ
い
て

「
立
野
ダ
ム
事
業
検
討
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
「
平
成
二
十
四
年
三
月
末
に
お
い
て
、
約
四
百
二
十
一
億
円
が
実
施
済
み

で
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
末
に
お
け
る
実
施
見
込
額
は
約
四
百
二
十
六
億
円
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

総
事
業
費
約
九
百
十
七
億
円
に
対
し
て
、
現
時
点
で
の
実
施
済
み
額
は
い
か
ほ
ど
か
。

工
事
開
始
以
降
、
年
度
ご
と
に
予
算
額
、
実
施
済
み
額
、
工
事
ご
と
の
額
、
国
の
負
担
（
そ
の
際
の
立
野
ダ
ム
事
業
、
災

害
復
旧
、
ほ
か
の
分
類
で
）
、
熊
本
県
の
負
担
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
今
後
の
出
費
額
の
推
計
を
示
さ
れ
た

三



い
。熊

本
地
震
と
そ
の
直
後
の
豪
雨
、
今
年
の
洪
水
等
に
よ
っ
て
、
工
事
事
務
所
、
工
事
用
道
路
、
仮
排
水
路
、
周
辺
山
腹
、

護
岸
等
の
被
害
が
著
し
い
。
こ
れ
ら
の
再
建
、
修
復
等
に
、
現
時
点
ま
で
費
や
し
た
費
用
は
、
い
か
ほ
ど
か
。

総
事
業
費
は
見
直
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

四


